
●計画変更概要
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日光川水系河川整備計画（変更）について

 日光川上流の一部区間では未だ旧農業用水路の形態となっており、流下能力が

不足していることから、現河川整備計画において、掘削や拡幅などの河道改修を

位置付けているが、河道の改修には相当時間を要する。

 一方で、日光川中・下流区間は河川改修の効果もあり、近年浸水被害が減少して

いるのに対し、日光川上流区間の一宮市や江南市では、引き続き多くの浸水被害

が生じている。

 このことから、一宮市及び江南市にそれぞれ遊水地を新たに位置付け、早期に日

光川上流区間の治水安全度の向上を図るものである。

＜語句＞

日光川中・下流区間・・・下流端から野府川合流点まで

日光川上流区間・・・野府川合流点から上流端まで

遊水地・・・下流の水害を軽減する目的で、洪水時の河川の流水を一時的に氾濫させる土地の

こと。
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１．日光川水系河川整備計画の概要



■現計画の概要

3

１．日光川水系河川整備計画の概要

○河川整備の目標

○流量配分図

区間 区間基準点 基本方針 整備計画 計画降雨波形 備 考

日光川下流部 古瀬 1/100 1/30 S49.7 Ⅰ型 比高が大きい有堤区間

日光川中流部 戸苅 1/50 1/10 S52.8 Ⅰ型 比高が小さい有堤区間

戸田川 支川河口 1/30 1/10 中央集中型

日光川上流部 福森橋 1/30 1/5 中央集中型 掘込

支川 支川河口 1/30 1/5 中央集中型

○作成日：（基本方針）平成22年7月20日
（整備計画）平成23年5月13日（平成28年2月16日一部変更）

日光川水系は国内最大の海抜ゼロメ

ートル地帯である濃尾平野に位置し、流

域の40％が海抜ゼロメートル地帯に含
まれ、流域の2/3がポンプによる強制排
水を必要とする強制排水河川です。

このため、河口から着実に治水安全度

の改善を進めてきたものの、急激な市

街化による流出増加が進む上流域にお

いて、過去10年に20回に上る浸水被害
が生じるなど浸水被害が頻発しており、

河川改修は未だ道半ばの状況にありま

す。

○洪水処理方策の考え方

 日光川流域は愛知県西部に位置し、木曽川と庄内川に囲

まれた低平地で約299km2
の流域面積を有している。

裸書き：基本方針

（ ）書き：整備計画

◇日光川水系の諸元

●流域面積：

約299km2
●流域内人口：

約78万人（H12）
●土地利用：

市街地 約49%
農地、その他 約51%
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●日光川河川防災ステーション（H26.12）
■整備状況

●日光川水閘門（H30.3）

●日光川 国道1号日光大橋（H30.8）

１．日光川水系河川整備計画の概要



■現計画の概要（日光川上流部）
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１．日光川水系河川整備計画の概要

日光川上流部は流下能力の増大を図るため、河床掘削、河道拡幅を実施する。また、洪水時の水位の

低下、下流への負担を軽減するために、1号放水路の建設を行う。

日光川26.2k付近 日光川33.0k付近 日光川33.6k付近 日光川34.8k付近

木曽川
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２．日光川水系河川整備計画の変更



■近年の水害

２．日光川水系河川整備計画の変更

近年では、日光川中・下流部は、河川改修の効果もあ

り、浸水被害が減少しているが、上流部の一宮市、江南

市では引き続き多くの浸水被害が生じている。

【事例】

平成23年8月豪雨では、日光川上流域において、時間
最大91mmの大雨が降り、日光川上流部の一宮市・江
南市で床下788戸、床上124戸の浸水被害が発生した。

中日新聞朝刊 平成２３年８月２４日

凡 例

浸水区域

一宮（県）雨量観測所

戸苅

過去10年(H23～R1）

過去10年(H13～H22） ※（ ）内は床上浸水戸数

※上流：一宮市、江南市

※（ ）内は床上浸水戸数

※上流：一宮市、江南市



 日光川上流部は、昭和54年に河川指定区間を延伸した箇所であるが、下流が未改修のため現在
も旧農業用水路の形態となっており、下図のとおり、流下能力が不足している。

 また、河道拡幅には時間を要することから、早期に日光川上流部の治水安全度の向上を図るため、

河川整備計画の実施事項の変更を行い、新たに遊水地を位置付ける。

■早期の治水安全度の向上
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２．日光川水系河川整備計画の変更
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 新規遊水地の概要については、下表のとおり。

■新規遊水地について
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２．日光川水系河川整備計画の変更

遊水地 位置

カット量

[m
3

/sec]

容量

[万m
3

]

面積

[ha]

江南遊水地 35.8k付近 10 3 2.1

一宮遊水地 33～34k付近 30 13 6.4

通過流量縦断図【W=1/5】
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河道配分流量（整備計画）

整備計画(W=1/5、池無)

整備計画(W=1/5、池有)

１号放水路

一宮遊水地 江南遊水地

一宮遊水地

江南遊水地

 日光川周辺の主に農地範囲（休耕地を含む）内に、遊水地を整備する。

 遊水地の平常時については、地下水の湧出が見込まれるため、河川沿いの湿地として整備する。
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日光川 縦断図

計画高水位 計画堤防高

現況堤防高（左岸） 堤内地盤高（左岸）

現況堤防高（右岸） 堤内地盤高（右岸）

現況河床高 計画河床高(整備計画)

計算水位（1/5、遊水地無し） 計算水位（1/5、遊水地有り）

■河道計画の変更
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２．日光川水系河川整備計画の変更

計画高水位

1/5計算水位(池有)

計画河床高

1/5計算水位(池無)
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■改修による効果
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２．日光川水系河川整備計画の変更

遊水地整備及び河道改修により、洪水時の水位が１ｍ～２ｍ程度下がり、計画高水位以下とな

る。

水位縦断図（改修前後の比較）

大江川交差部

※31.2k～32.0kは現況断面狭小のため

整備前水位の算定が不可能

整備前水位

整備後水位

計画高水位



■日光川水系河川整備計画の変更原案
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２．日光川水系河川整備計画の変更

3.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行

により設置される河川管理施設の機能の概要

(1)日光川

日光川では、流下能力の増大及び水位の低下による支川の排水性の向上

を図るため、全川において河床掘削を実施し、野府川合流点より上流区間

は、さらに河道拡幅を実施する。また、必要に応じて堤防の強化、橋梁の

架け替えを行う。また、中・上流部では、洪水時の水位の低下、下流への

負担を軽減するために、1号放水路の建設を行うとともに、一宮、江南遊

水地の整備を行う。さらに、河口部では流下能力不足の解消のため、及び、

河川津波対策として水閘門の改築、高潮対策として河口池の浚渫を実施す

る。また、水害時の緊急輸送路確保という点から防災道路の建設を進め、

洪水時の水防活動及び水害発生時の緊急復旧活動の拠点となる河川防災ス

テーション及びこれを補完する水防ヤードの基盤整備を行う。

また、地震対策としては、表4に示した区間について必要な堤防耐震対

策を行う他、日光川排水機場については耐震照査を行い必要な耐震対策を

行う。

日光川本川平面イメージ河川整備計画の目標とする流量配分図（日光川上流）
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■概算事業費の変更（日光川上流区間）
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２．日光川水系河川整備計画の変更

 遊水地整備の事業費は2箇所合計で約27.3億である。
項 目 現計画 今回変更

一宮遊水地

右岸側 － １０．１億円

左岸側 － １２．３億円

江南遊水地 － ４．９億円

河道改修（野府川より上流） ４４０．２億円 ４４０．２億円

合 計 ４４０．２億円 ４６７．５億円



■河川整備計画の費用対効果
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２．日光川水系河川整備計画の変更

・日光川の河川整備や維持管理に要する総費用（Ｃ）と、事業の実施によりもたらされる総便

益（Ｂ）から算出される費用便益比は５．９となる。

・ 費用便益比が１．０以上であるため事業の妥当性があると言える。

費用便益比：５．９＝

総費用 Ｃ＝２，０３５ 億円

（1,825億円＋211億円）

総便益 Ｂ＝１２，０１３億円

＞1.0・・・事業の妥当性あり

現計画の

費用便益比＝

６．０
C＝ ２，０１７億円

Ｂ＝１２，０２２億円

基準年 ： 平成22年度

総便益（B） ： 12,013 億円 （現在価値化）

＝ 年平均被害軽減期待額（11,993億円）＋残存価値（20億円）

総費用（C） ： 2,035 億円（現在価値化）

＝ 事業費（1,825億円） ＋ 維持管理費（211億円）

* 費用対効果は治水経済調査マニュアル（案）（国土交通省河川局H17.4)による。



（１）周知方法

・インターネットを利用した意見募集を行う。

・募集期間は、ウェブサイト掲載後、３週間の期間を設ける。

（２）掲載場所

・愛知県河川課ウェブサイト（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kasen/）の「新着情報」
及び「イベント・講座・募集」に掲載する。

・「愛知県河川整備計画流域委員会」のウェブサイト（http://www.aichi-river.jp/）に意見
募集案内を掲載し、愛知県河川課ウェブサイトへのリンクを載せる。

（３）掲載内容

・計画変更の説明については、流域委員会資料を掲載する。

・「意見シート(Word)」を貼る。
（４）意見回収方法

・「意見シート」をダウンロードしていただき、郵送,FAX,電子メールのいずれかの方法で
、愛知県河川課まで提出する。

（５）意見に対する回答

・提出された意見に対しては、個別には回答せず、意見の取りまとめ概要を愛知県河川

課ウェブサイトに掲載する。

■住民等意見の把握について
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２．日光川水系河川整備計画の変更


